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   第３６号 
（平成１４年１０月１日発行）  
                    
 

御 挨 拶 

                                   場 長 大 久 保 久 直 

今年４月、森田前場長

の後任として場長を命ぜ

られ着任いたしました。 

当場には、小出支場、

養殖課に引き続いての勤

めとなりますが、よろし

くお願い申し上げます。 

さて、内水面を取り巻く社会的環境も大きく変

化してきており、いろいろな事柄に対して再考す

る時でもあります。 

その一つは、環境や生物の保全が一層重要視さ

れ始めたことです。我々の生活が安定し、居住環

境等に対しても、自然との調和や生物環境との一

体化等が利便性や利益性に先んじて考えられるよ

うになり、多面的な環境維持が求められています。 

二つ目は、養殖業などのグローバル化への対応

です。国内を中心としていた錦鯉やニジマス生産 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、今や国外の影響を受けずにはおられません。

輸入品との競争、魚病の防疫等、多くの新しい課

題が発生しています。グローバル化には、優秀で

特色を持った地域産業として、確かな基盤の構築

が望まれます。 

三つ目は、種々の事が、一般の人々の視点で進

められなければならないことです。食品となる魚

は、まず第一に安全でなければなりません。環境

は一般の人々が賛同する保全がなされる必要があ

ります。 

科学技術は、日進月歩であり、水産分野でも DNA

利用などの技術開発が進められており、当場も魚

病、放流、飼育、環境保全など各分野について技

術開発を進めますが、その目的や手法がこれから

の社会に適合した、本質的な開発であるよう常に

原点を見すえて行きたいと思っています。 

今後も、御支援と御鞭撻をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

        「縁木求魚（キニヨリテウオヲモトム）」とは、孟子の「梁恵王・上」に書かれている故 

事成語で「木によじ登って魚を求める。→目的に対し手段が見当違いであること。方法を 

誤っては、事は成就しないこと。」という意味の箴言
しんげん

です。 

  さて、孟子の時代の中国から約 2,300 年の時間を経て、現在の日本においてはどうでしょうか！ 

  NHK-TV の人気番組「プロジェクト X」で放映された「襟裳岬の漁業者による植林 海の再生」に代表され

る漁業者による植林運動は、まさに「キニヨリテウオヲモトム」です。昔から「魚つき林」については、森

林法の保安林の中に防風林、防砂林、防雪林等とともに「魚つき林」が規定されています。 

  新潟県では三面川河口の「魚つき林」が有名ですが、その三面川の上流域で漁業者によるブナ等の植林が

昨年から始まりました。この運動を全県、全国に広めて、少なくとも日本においては「縁木求魚」を字面ど

おりの意味に解釈されるようにしたいものです。                             （H・K 生） 

水声魚語 



冷水病はアユだけのものか？ 

                              病理環境課 研究員 渡 辺 寛 子 

本誌第 33 回の報告によって冷水病菌がアユ以

外の魚にも感染することが分かりました。実際冷

水病菌は、全国では 10 種類以上（ギンザケ、ニジ

マス、ヤマメ、アマゴ、イワナ、オイカワ、コイ、

ウナギ、ヨシノボリ、ウキゴリなど）、県内では５

種の魚（ヨシノボリ、ウキゴリ、ヤマメ、ウグイ、

ニジマス）から広く検出されています（図１）。 

また、アユの餌である石に生えている付着藻類

からも冷水病菌が検出されました。冷水病菌を保

菌しているアユは、１年するといなくなると思わ

れるのですが、天然河川にすむ多年生保菌魚の存

在によって天然河川に冷水病菌が存在し続けるの

ではないかと考えられています。 

従来の魚病の発生は、高密度飼育などいろいろ

なストレスが加わって発病するもので、保菌魚で

あっても良好な環境条件下である河川に放てば発

病することは無いと考えられてきました。 

しかし、冷水病は、天然河川に放流された後に

アユが冷水病を発病するということが問題となっ

ているのです。 

 平成 12 年度に全国的な規模であるアユ冷水病

研究部会のとりまとめが行われました。この研究

会は、天然水域・養殖場での冷水病の発生状況を

把握する第１分科会、予防、治療対策を確立する

第２分科会、防疫技術を確立する第３分科会から

なっています。とりまとめから、他の細菌感染症

や、寄生虫疾病等との混合感染を含めると、平成

６～11 年度における冷水病の診断件数はアユの

全診断件数の 36.6～48.2％を占めていたことが

分かりました。また、冷水病菌の分離培養法の検

討および消毒による冷水病予防の検討、ワクチン

の開発試験が開始されました。さらに「アユ冷水

病防疫に関する申し合わせ事項」が出されました。   

しかし、河川における情報の不足から、さらな

る調査が必要と考えられました。 

 平成 13 年度には、このとりまとめを受け、新

たに冷水病の研究部会が設けられました。 
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 これは、消毒治療に関する研究を行うグループ、

ワクチン開発グループ、アユの生体防御研究グル

ープ、病原菌の生態研究グループの４グループか

らなっています。 

 新潟県は、病原菌の生態研究グループに属し、

同居感染によって異魚種間における冷水病菌の病

原性を明らかにすることを目的に研究を行ってい

ます。 

 今回、冷水病を発病しているアユから他魚種へ

の感染実験を行いました。供試魚は、オイカワ、

ヤマメ、ウグイの３魚種を用いました。その結果、

３種とも鰓から冷水病菌が検出されましたが、発

病することはありませんでした。 

 しかし、天然河川においてウグイの発病が報告

されていることから、さらなる研究が必要である

と考えられます。 

 今後は、試験魚にストレスを与えるなど条件を

変えて実験を行うことにより、アユが河川にいな

い間、冷水病菌がどこに潜んでいるのか、また、

冷水病の発病の条件を明らかにしていきたいと考

えています。

図 1 アユ以外の魚種における冷水病菌

の保菌状況 

２ 



サクラマス増殖事業化調査 

                                資源課 専門研究員 三 好 勝 

当県における近年のサクラマス河川内採捕尾数

は、平成４年に約５千尾を記録しましたが平成９

年には 1.2千尾に減少、平成 10から 12年は２千

尾台と回復傾向にあったものの、平成 13年度には

１千尾を下回り、資源水準は低迷している現状で

あります（図１）。 

図１ サクラマス河川内採捕尾数 

 

 これは、遡上親魚の春期採捕やヤマメの釣獲等

の人為的要因とともに、回帰資源の多くが自然再

生産に依存しているためと考えられます。このサ

クラマスの増殖に向けての取り組みは、昭和 46年

度から始まり、本格的には平成元年から加治川で

実施してきました。 

 その結果、基礎的事項はほぼ解明されましたが、

増殖効果については河川環境等多くの問題があ

り、これ以上同河川で調査を継続しても新たな結

果が期待できないことから、河川を変更しました。 

新たな河川として、河川内における減耗要因（迷

入・密漁等）が少なく、かつ関係者（内水面・海

面・町）が一体となった協力体制を前提に山北町

の大川を平成 12 年度から調査フィールドに選定

しました（写真１）。 

 

写真１ 大川の河口付近 

写真２ 脂鰭切除による標識放流稚魚 

 

調査は継代数の少ない池産系稚魚（０＋春）の標

識放流を行い（写真２）、標識魚の遊漁等による

減耗や降海の実態を明らかにして、真の遡上を把

握することです。 

 また、調査は平成 17年度を目途に短期間で海面

を含め事業効果の判定を行い、その結果で増殖事

業の拡大を図っていきたいと考えています。 

一方、サケとは異なりサクラマス資源の多くが自

然再生産に依存している実態から、ふ化放流事業

の推進とともに自然再生産を有効活用した増殖手

法を検討していく必要があると思います。 

 最後にサクラマスが多くの県民から親しまれる

魚となるためにも、当場では調査・研究に日々研

鑽したいと思っています。 

 皆様の御協力を今後ともよろしくお願いします。 

３ 
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KHV 発生地域からの

コイの移入は厳禁！ 

ニシキゴイ選別廃棄魚の利用方法 

                              養殖課 主任研究員 山 口 裕 昭 

今までの利用方法 ニシキゴイ選別廃棄魚は、過

去には、甘露煮にして特産品化を目指したり、飼

料原料としてその利用が検討されたりしましたが、

事業ベースに乗るまではいかなかったようです。 

現在は、放流用に売却するなどして利用されて

います。ですが、大半は廃棄処分されているのが、

実情のようです。 

トキのエサ対策 新潟県の「トキの島づくり事業」

の一環として、当場では、平成13年度より「餌ド

ジョウ確保対策事業」に取り組んでいます。佐渡

島内でのドジョウ養殖指導が主な内容ですが、数

年のうちに100羽に増えるトキに対応できるドジ

ョウの生産は、困難な見通しです。そこで、ドジ

ョウに代わるエサとしてニシキゴイの選別廃棄魚

が注目を集めています。 

給餌試験 ＜試験１＞当場のニシキゴイ選別廃棄

魚を佐渡トキセンターへ活魚で送付し、クロトキ

に与える。＜試験２＞生産者の選別廃棄魚を上野

動物園へ凍結魚で送付し、シロトキなどに与える。 

試験１、２とも今年の９月から開始しています 

が、どちらも順調に食べていると聞いています。 

 

写真 選別廃棄魚を食べるシロトキ（上野動物園） 

 

今後の展望 トキのみならず、ニシキゴイの選別 

廃棄魚は、ペリカンなどの鳥や、ワニや魚を食べ

る動物のエサとしても有望であるとされ、動物園

側の期待も大きいようです。今後は、選別廃棄魚

の有効利用の一方法として期待される動物園への

供給について、当場としてもできるだけ協力して

いきたいと考えています。 

 

魚病講習会開催報告 

病理環境課 主任研究員 大 江 貢 弘 

 1998年、KHV（コイヘルペスウイルス）症という新

しいコイの疾病が、アメリカとイスラエルで相次いで

発生し、報告されました。その後、発生地域は年々拡

大しており、現在、ヨーロッパや東南アジアでも発生

が確認され、大きな問題となっています。 

幸い、日本での発生報告はありませんが、KHV症の

斃死率は80～100%に及ぶと言われており、日本に侵入

した場合、当県の錦鯉養殖業は大きな打撃を被ること

が想定されます。 

こうした状況から、４月25日に当場会議室において、

既知のコイのウイルス性疾病、KHV症に関する最新情

報、魚類防疫対策などを内容とした講習会を開催いた

しました。 

当場では、今後も魚病情報提供の場として講習会を

開催していきたいと考えておりますので、ぜひ御活用

くださるようお願いいたします。 

４ 


